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Source: Gartner/HP/McKinsey/WWF

ITガバナーズ会議

IT産業

2%

他産業・分野

98%

CO2
排出量

IT活用で他産業の排出量を削減IT活用で他産業の排出量を削減
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IT機器等の使用による排出量 3,000万t
3,800万tのCO2排出量削減

※1990年の日本のCO2排出量の3.0%に相当

出典：総務省研究会報告書（2008年4月）

ＩＴ利活用の普及を促進することにより、地球温暖化問題対応へ貢献

エネルギー利用効率の改善 物の生産・消費の効率化・削減

人・物の移動の削減 環境計測・環境予測

・ ＩＴＳ（ETC、VICS、信号機の集中制御化）
・ BEMS（ビルエネルギー管理システム）
・ HEMS（家庭用エネルギー管理システム）

・ サプライチェーンマネジメント
・ 電子出版、電子配信
・ ペーパーレスオフィス

・ CO2計測用ライダ
・ センシングネットワーク
・ 地球シミュレータ

・ オンラインショッピング、オンライン取引
・ テレワーク、ＴＶ会議
・ 音楽、映像、ソフト配信
・ 電子申請（税申告・オンラインレセプト）

ITITの利活用の利活用

一般
家庭

事務所・
店舗

生産・流通・
輸送

IT利活用による排出削減効果 6,800万t

2012年におけるITによるCO2削減効果

ＩＴと環境：総務省での検討事例
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「グリーンIT」を推進すれば、「ITによる社会の省エネ量」が「IT機器の消費電力量」を
上回り、総計で「社会全体のエネルギー消費量削減」に大きく貢献する（2025年で
約5900億kWh相当の省エネ）ことが可能。地球温暖化問題を解決する大きな鍵に。
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日本 世界

1000億kWh
削減

4900億kWh
削減

1.9兆kWh
削減

11兆kWh
削減

ＩＴと環境：経済産業省での検討事例

出典：経済産業省資料（2008年6月）
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お客様へ提供

環
境
ノ
ウ
ハ
ウ

社
内
実
践
に
よ
る

研究・開発、設計、製造、調達、物流、リサイクル

Green Policy Innovation

IT活用による
環境負荷低減

ITインフラの
環境負荷低減

お客様の環境負荷を低減

ITインフラ

ソリューション

ソフト／サービス（アウトソーシング，コンサルティング など）

プラットフォーム、ネットワーク、ソフトウェア
ユビキタス、電子デバイス、半導体

富士通のグリーンIT

富士通のグリーンＩＴ「Green Policy Innovation」
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2007年度から2010年度までの累計で、700万トン以上のCO2削減に貢献することを目指す

IT活用による環境負荷低減

累計 約６３０万ｔ
ITインフラの環境負荷低減

累計 約７６万ｔ

2007～2010年度の4年間

累計 約７００万ｔ以上
2007～2010年度の4年間

累計 約７００万ｔ以上

CO2排出量削減CO2排出量削減

“Ｇｒｅｅｎ Policy Innovation”でCO2削減に貢献
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富士通の環境広告：グリーンIT富士通の環境広告：グリーンIT

9

■「ITをもっと働かせれば、
CO2は削減できる。」編

日本経済新聞 2008年5月27日掲載

富士通環境広告
http://jad.fujitsu.com/adver/green-it/

※ここでご紹介した図は下記URLをご参照ください。

「ITをもっと働かせれば、CO2は削減できる。」編
http://jad.fujitsu.com/adver/green-it/pdf/fujitsu-15d-co2-4c.pdf
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環
境
的
側
面
で
の
効
果

人や物が不必要に移動しなくてすむ

（移動に関わるエネルギーエネルギー消費削減消費削減効果）
⇒ 電子申請、ＴＶ会議、ｅラーニング、輸配送 など

情報媒体を電子化して利用できる

（物質レスによるエネルギー消費削減エネルギー消費削減効果）
⇒ ｅ-文書化、音楽、映像の電子配信、電子出版 など

空間（照明や空調など）を効率的に利用できる

（オフィスや倉庫運営に関わるエネルギー消費削減エネルギー消費削減効果）
⇒ 事務効率、生産管理 など

ＩＴソリューションの導入効果
業務の効率化／生産性向上／品質向上／コスト削減 など

視点を変える

IT導入による環境的効果
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77環境影響要因を環境影響要因をCOCO22排出量に換算排出量に換算

CO2排出量
を積算

評価手法の概要
ITITソリューションソリューションのの運用段階運用段階を対象に、を対象に、ITITソリューション導入によるソリューション導入による
77つの環境影響要因つの環境影響要因についてについてCOCO22排出量排出量で比較評価で比較評価

環境負荷原単位
データベース

15%以上の削減効果が見込

めるＩＴソリューションを環境
貢献ソリューションに認定

物の消費物の消費 紙、CD、書籍 の消費紙、CD、書籍 の消費

人の移動人の移動 航空機、電車、バス、車 による移動航空機、電車、バス、車 による移動

物の移動物の移動 トラック、鉄道貨物 による運搬トラック、鉄道貨物 による運搬

ｵﾌｨｽｽﾍﾟｰｽｵﾌｨｽｽﾍﾟｰｽｵﾌｨｽｽﾍﾟｰｽ 作業工数、書類・機器ｽﾍﾟｰｽ の占有作業工数、書類・機器ｽﾍﾟｰｽ の占有

倉庫ｽﾍﾟｰｽ倉庫ｽﾍﾟｰｽ 普通倉庫、冷蔵倉庫 における保管普通倉庫、冷蔵倉庫 における保管

ＩＴ・NW機器ＩＴ・NW機器 ＩＴ機器（サーバ、PC ）による電力消費ＩＴ機器（サーバ、PC ）による電力消費

NWﾃﾞｰﾀ通信NWﾃﾞｰﾀ通信 インターネット・FAX のデータ通信インターネット・FAX のデータ通信

導入前後で比較評価導入前後で比較評価

導入前 導入後

COCO22削減効果削減効果
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CO2の実際の排出量を測定するものではなく、
導入効果をCO2排出量で評価する。

◆在宅勤務の実施した場合、１人が電車に乗らなくても、電車は
運行し、実際のCO2排出量は削減されない。しかし、将来的に在
宅勤務が普及した場合、電車の運行本数は減少するはず
（試算結果に削減ポテンシャルを含める）。

試算の前提試算の前提

企画 設計／開発 運 用 廃棄

環境影響評価
結果を提示

お客様運用先での
環境影響に着目

ITソリューションのライフサイクル例

運用フェーズ（原則として1年間）でのCO2排出量を試算
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評価における原則評価における原則

・比較するIT同士やITと従来手段の機能単位を合わせる
・システム境界を明示する。

（LCAの考え方（ISO14040/JIS Q 14040）を反映)

※ここの図はWeb掲載不可とさせていただきます。
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紙（伝票）、CD、書籍等の消費に起因するCO2排出紙（伝票）、CD、書籍等の消費に起因するCO2排出

バス、鉄道、飛行機等による人の移動に起因するCO2排出バス、鉄道、飛行機等による人の移動に起因するCO2排出

トラックや鉄道貨物等による物の移動に起因するCO2排出トラックや鉄道貨物等による物の移動に起因するCO2排出

業務や書類・ＩＴ機器スペースの占有に起因するCO2排出業務や書類・ＩＴ機器スペースの占有に起因するCO2排出

普通倉庫や冷蔵倉庫等での保管に起因するCO2排出普通倉庫や冷蔵倉庫等での保管に起因するCO2排出

ＩＴ/NW機器の使用に起因する電力消費からのCO2排出ＩＴ/NW機器の使用に起因する電力消費からのCO2排出

物の消費物の消費

人の移動人の移動

物の移動物の移動

オフィススペースオフィススペース

倉庫スペース倉庫スペース

IT/NW 機器IT/NW 機器

ネットワークデータ通信ネットワークデータ通信 インターネットデータ通信やＦＡＸ通信に起因するCO2排出インターネットデータ通信やＦＡＸ通信に起因するCO2排出

７つの環境影響要因
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石油・ガス
電力

オフィススペース

空調

動力
照明

ITITソリューションソリューション導入による業務効率化導入による業務効率化

作業工数削減（作業工数削減（ →→ 他業務へ人の有効活用）他業務へ人の有効活用）

業務占有面積（オフィススペース）の削減業務占有面積（オフィススペース）の削減 CO2排出

＜ビル館使用エネルギー＞
84.2 kg‐CO2/m2 ・年

（財）日本エネルギー経済研究所
（独）国立環境研究所

＜契約対象床面積＞
13.6 m2/人

(社)日本ビルヂング協会

＜オフィススペース原単位＞＜オフィススペース原単位＞
1145 kg1145 kg--COCO22 //人・人・年年

※※0.56 kg0.56 kg--COCO22//人・時間人・時間

オフィススペースの概念
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紙消費量（枚）×紙原単位（kg-CO2/枚）紙消費量（枚）×紙原単位（kg-CO2/枚）

移動人数（人）×移動距離（km）

×移動手段原単位（kg-CO2/人・km）

移動人数（人）×移動距離（km）

×移動手段原単位（kg-CO2/人・km）

輸送重量（t）×輸送距離（km）×台数（台）

×輸送手段原単位（kg-CO2/t･km）

輸送重量（t）×輸送距離（km）×台数（台）

×輸送手段原単位（kg-CO2/t･km）

オフィススペース使用面積（m2）×保管年数（年）

×オフィススペース原単位（kg-CO2/m2・年）

オフィススペース使用面積（m2）×保管年数（年）

×オフィススペース原単位（kg-CO2/m2・年）

保管物の倉庫占有面積（m2） ×保管年数（年）

×倉庫スペース原単位（kg-CO2/m2 ・年）

保管物の倉庫占有面積（m2） ×保管年数（年）

×倉庫スペース原単位（kg-CO2/m2 ・年）

ＩＴ機器消費電力（kW）×台数（台）×使用時間（h）

×電力原単位（kg-CO2/kWh）

ＩＴ機器消費電力（kW）×台数（台）×使用時間（h）

×電力原単位（kg-CO2/kWh）

物の消費物の消費

人の移動人の移動

物の移動物の移動

オフィススペースオフィススペース

倉庫スペース倉庫スペース

IT/NW 機器IT/NW 機器

ネットワークデータ通信ネットワークデータ通信
ファイル容量（MB）×送受信回数（回）

×データ通信原単位（kg-CO2/MB）

ファイル容量（MB）×送受信回数（回）

×データ通信原単位（kg-CO2/MB）

CO2排出量の算出方法（例）
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総務省が５年ごとに集計・公開

産業連関表:投入係数行列A

CO2排出量燃料消費

マトリックス計算 E＝e（I－A）-1

環境負荷計算：直接排出量e

単価から細分類化・単位換算

環境負荷原単位
データベース

CO2排出原単位データベースの構築

※ここの図はWeb掲載不可と

させていただきます。
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事例：中野区様「区役所内部情報システム」事例：中野区様「区役所内部情報システム」

20

導入前 導入後

ペーパレススピードアップ

事務作業の効率化による
市民サービスの向上

＋手書き，紙ベースの決裁，大量の文書保管 書類の電子化，決裁の迅速化，
省電力化，省スペース化，
市民サービスの向上

電子決裁による省力化
事務処理効率化

内部情報業務効率化が課題内部情報業務効率化が課題

＊クラサバを使った旧来システム全て
の伝票処理を紙で、決裁していた。

＊サーバを使ったＷｅｂ型システム
・90％以上を電子決裁化。
・電子書庫の活用

環境改善環境改善

DBDB

導入前 導入後

ペーパレススピードアップ

事務作業の効率化による
市民サービスの向上

＋手書き，紙ベースの決裁，大量の文書保管 書類の電子化，決裁の迅速化，
省電力化，省スペース化，
市民サービスの向上

電子決裁による省力化
事務処理効率化

内部情報業務効率化が課題内部情報業務効率化が課題

＊クラサバを使った旧来システム全て
の伝票処理を紙で、決裁していた。

＊サーバを使ったＷｅｂ型システム
・90％以上を電子決裁化。
・電子書庫の活用

環境改善環境改善

DBDB

自治体様向け内部情報システム「IPKNOWLEDGE」の導入
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2006年における伝票処理業務 （財務・会計、庶務事務、文書管理）

業務毎に作業工数、紙の使用、書類保存量および保存方法を調査

システムに係るIT機器について、消費電力量、占有面積を調査

業務名
処理件数

(年間)
導入前の
作業内容

1処理
あたりの
手作業
時間
(分)

1処理
あたりの

PC
作業時間

(分)

紙使用
量

（A4枚）

印刷
書類の

保管期間
（年）

印刷
書類の
保管
場所

出勤簿作成
紙出勤簿（月単位１人１
枚）を打出して配付

出勤簿（照会）
人事の職員が紙出勤簿
をめくって見る。

0 

338
業務名

処理件数
(年間)

現在の
作業内容

1処理
あたりの

PC
作業時間

(分)

1処理
あたりの
手作業
時間
(分)

書類
印刷の
頻度
（％）

印刷
時の
紙

使用量
（A4枚）

印刷
書類の
保管
期間
（年）

印刷
書類の
保管
場所

出勤簿作成 システムで自動作成

出勤簿（照会） 出勤簿を照会する

■ 導入前（以前はどのように作業していたか？）

■ 導入後（現在の状況）

の
業
務
項
目
に
つ
い
て
調
査

･･･

･･･

･･･

･･･

･･･

･･･

･･･

･･･

･･･

内部情報システムの評価エビデンス内部情報システムの評価エビデンス

21

･･･

･･･

･･･

･･･

･･･

･･･

･･･

･･･

･･･
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影響要因 基礎データ 導入前 導入後

１ 物の使用量 ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ枚数 1,897,759枚 829,078枚

２ 人の移動 - - -

３ 物の移動 - - -

４ オフィススペース 作業時間 261,325h 117,607h

書類スペース 15.6m2 5.3m2

機器スペース 24.2m2 24.6m2

５ 倉庫スペース 床面積 43.5m2 25.9m2

６ ＩＴ・NW電力消費量 サーバ等 20,301kwh 45,538kwh

７ NWデータ通信量 データ通信 - -
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CO2排出量評価エビデンスまとめ

内部情報システムの評価エビデンス内部情報システムの評価エビデンス
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データ通信

IT・NW機器電力

倉庫スペース

オフィススペース

物の移動

人の移動

物の消費

４５．４％
（6万8016kg）

を削減

中野区様「内部情報システム」CO2排出量比較中野区様「内部情報システム」CO2排出量比較

システム導入により年間68,016kgのCO2排出を削減
〔商品名：内部情報システム「IPKNOWLEDGE」 〕
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14万9662kg

8万1646kg
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その他の評価事例

ホームページ・出版物・研究会等において事例を紹介ホームページ・出版物・研究会等において事例を紹介

＜香川県庁様＞ コンテンツマネジメントシステム（WebLinks-Neo）導入事例

＜ハウス食品様＞ eラーニングシステム（Internet-Navigware）導入事例

ＩＴ・NW機器

オフィススペース

NWデータ通信

物の消費

倉庫スペース

物の移動

ＩＴ・NW機器

オフィススペースオフィススペース

NWデータ通信NWデータ通信

物の消費物の消費

倉庫スペース倉庫スペース

物の移動物の移動
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導入前 導入後

89.6％

1.7

8.6

2.3

0.166.4

12.9

18.4

導入前 導入後導入後

業務効率化

＋

環境改善

県民の利便性向上、県庁職員
の事務作業の効率化、経費削減

※現在の県民サービスを維持することを
前提に、導入前を想定

＊郵便による、県民の声の収集
＊手作業による、ホームページ公開/更新

「行政情報提供システム」の導入により
＊メール、インターネットの活用
＊ホームページ登録をシステム化

手書き、郵便による投稿
特定のHTMLスキルのある
職員によるホームページ作成

電子メール、インターネット活用
「WebLinks-Neo」の活用により、
HTMLの知識が必要なくなった。

メルマガ、電子メールメルマガ、電子メール

各担当者がWeb
登録可能
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（
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導入前 導入後

49.7 56.4％

オフィススペースオフィススペース

物の消費物の消費

人の移動人の移動

ＩＴ・NW機器ＩＴ・NW機器

NWデータ通信NWデータ通信

47.3

3.0

0.1

13.1

30.4

導入前 導入後
＊交通手段を利用し、全国の

各拠点で、集合教育を受講
していた。

＊インターネットを利用し、各自が、
自席で、自由な時間に教育を受講
出来るようになった。

＋

環境改善

従業員の効率的
スキルアップ

時間・距離の
有効活用

コストダウン

http://www.navigware.com/navigware/casestudies/housefoods.html

http://jp.fujitsu.com/about/csr/eco/solutions/envsolutions/casestudies/kagawaken.html
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2009年3月現在、
148商品を認定

20020099年年33月現在、月現在、
148148商品を認定商品を認定

公開サイト：
http://jp.fujitsu.com      

/about/csr/eco/solutions
/envsolutions/list.html

環境貢献ソリューション認定商品
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まとめまとめ

ITソリューションの環境負荷評価により、業務効率向
上、ペーパレス化、省エネ化、省スペース化などを
ＣＯ２（環境負荷量）により「可視化」できます（IT導入
効果の感覚的な部分を数値で表現できます） 。

富士通は、ITソリューションの環境負荷評価技術を
用いた環境貢献ソリューション認定制度を維持しつつ、
環境負荷低減に資するソリューションを提供し、
お客様、ひいては社会全体の環境負荷低減に貢献し
ます。

Copyright 2008 FUJITSU LIMITED26
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